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企業と裁判所が一緒になって首切りする

【日通無期転換逃れ雇止め事件】
「労働契約法無期転換ルール改正を求める院内集会」を開いた。呼びかけたの

は、東京・川崎共同弁護団、当該労働組合のユニオンネットお互いさま、川崎支部
共闘会議。9月22日の12:00、参議院議員会館の会場を埋める50名とオンライン参
加の11名で、院内集会が進められた。司会を務めるのは海渡雄一弁護士。「川崎
日通事件の判決が9月14日にあった。非常に残念な判決で、東京高裁がどういう判
決をしたのか、どこに問題があったのか弁護団から報告をしていただきます」

◆川崎事件報告（川岸弁護士）

事件概要として、日本通運が無期転換ルールを無視して雇止めをした。会社は、「当社においる最初の雇
用契約開始日から通算して5年を超えて更新することはない」。いわゆる不更新条項が挿入され、勤務態度は
高く評価されたいたのに、雇止めが強行された。本件は、不更新条項が争点となった。日通は、労働契約法
18条の立法後、無視することを決め込み、圧倒的力関係で押し通そうとした。しかし日通のやり方は通用しな
くなり、今日では3年で正社員を認める制度にした。しかし、本件については覆すことはしない。地裁判決に控
訴して東京高裁で勝利判決を目指した。しかし、「無期転換ルールにお墨付きを与える不当判決が出された。
「無期転換申込み権が発生する5年直前の雇止めは許されない」ことが繰り返し証明され、厚労省も指示して
いる」。東京高裁の不当判決は、立法の欠陥である。本件提訴後、無期転換の更新が3年になった。不更新条
項の無効化するなど、非正規労働者の権利前進を目指すことを期待する。
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◆東京事件報告（早田弁護士）
事案の概要は、派遣社員から直接雇用

に「支店社員」（期間の定めのある社員）とし
て働く。労働契約法18条新設にあたり、国会
では、施行後の5年を前にして雇止めが多発
する危惧がされてた。それが無期転換権利が
行使できる前に、日本を代表する物流企業の
日本通運がルール破りの雇止めを行った。O
さんだけにとどまらず全社的に労働契約法18
条の潜脱をした。東京地裁では20年10月1日
に請求棄却を言い渡された。控訴審において
は、日本通運の社内組合である全日通の資
料を提出し、当時の担当役員の証人尋問を
要求（不採用）。更に17年7月契約更新時の
全日通労組の支部役員から、「雇えない」ことの説明が認定された。しかし、その事実はなく、説明した労組役
員の証人尋問を要求。これは採用されましたが、呼び出した役員は2度とも出てこない。これで労組の役員が
説明した会社主張は打ち消されました。11月1日に101号法廷で、判決の予定です。

◆東京弁護団花垣弁護士から厚労大臣、労政審に提出した意見書の説明があった。
日本通運事件原告、共同弁護団、川崎共闘会議、お互いさまの四者連盟で厚労大臣、労政審に対し

て意見書を提出した。（1）意見の趣旨として、①無期転換権の説明義務、②無期転換権の意向確認義務など
5点、（2）意見の理由として、①無期転換権の説明義務、②無寄港試験が妨害された場合の権利行使の推定
など5点。花垣弁護士から概要をの説明を受け、厚労省から来ていただいた、担当者（労働基準局

◆厚労省労働基準局担当官
意見書に対する考え方について一般論でお答えします。労働契約法については昨年度からルールに関す

る検討会を受けて、現在議論が行われています。最終的には今後の議論によるところですが、その上で寄せ
られた項目について、議論を進めています。立法化の議論までは至っていません。

◆花垣弁護士質問
直前の雇止め、裁判になった時でなく、法律、ガイドラインで裁判にならないよう、企業がやらないように方

法はないか。

◆厚労省
あくまでも雇い止めが望ましくない。労働者に負担が大きいことは理解する。訴訟に至る前の支援を努力

は、労働審判などを用いるなどがあり、厚労省としても多方面で検討努力をする。
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◆田村智子参議院議員(共産党)

この無期転換ルールの労働契約改正法というのを行われたときに、参議院の厚労委員会の委員をしてい
ました。法案の審議で、この法律ができることで雇い止めが起きるぞという前提になっていた。しかし、そうなり
ませんと審議が通ってしまった。不更新条項を入れることによって雇い止めが行われる。実態として雇い止め
が起きていることは法に不備がある。不更新条項の目的は何なのかでした。応えられない省庁があった。それ
は無期転換逃れしかない。無期転換を避ける目的しか無いのです。厚労省のパンフレットで、法の趣旨に反
していると言い切ってほしい。生ぬるい防止策をうったっているだけではだめです。

◆福島瑞穂参議院議員(社民党)

非正規雇用者の雇用を考え改善するために立法で改善したいと進めた。5年で無期になるんだと法律を作
った。しかし、有機が無期なっただけ、雇い止めも行われた。また無期になっても労働条件が変わらないで格
差が生まれている。非正規雇用をどうやって安定化するか大きな課題です。だからこそ無期転換改正を国会
の中で立法化する。裁判もしっかり支援する。厚労書も検討をお願いします。

【原告】
◆（日通川崎）
闘ってきて、裁判はきついです。労働者はかなりきついです。独り身で、家族を持って闘っている人がいま

す。大変ですが頑張っています。ご支援よろしくお願いします。

◆（日通東京） 労契
法18条の前で働き、その後に18条ができて、会社の独自のルールで雇い止めされました。元々この法律がで
きるにあたり、潜脱が起きるのではないかと危惧していました。労契法18条ができて日本通運は明らかに潜脱
しました。他に理由がありません。全国2000万人の有期労働者の皆さんも生活がかかっています。岩本さん
が言ったとおり、裁判は楽なことではありません。何回も泣きました。18条を潜脱して、勝手にルールを作り、
そのルールも知らせることもなく雇い止めにしました。絶対に許せません。今回の意見書を厚労書に持ち帰
り、しっかりした雇用のあり方をパンフレット、ホームページに載せください。11月1日の高裁判決はしっかりと
勝っていきたいと思います。よろしくお願いします。

◆50名の参加とオンラインは11名でした。
11月1日の日通東京事件判決
は絶対に勝利をしましょう。

厚労省労基担当官


